
Contents

1．波浪

2．湘南海岸の変遷

3．供給土砂

4．汀線変化と侵食箇所

5．養浜と浚渫実績

6．飛砂

7．縦断形と底質

8．土砂動態（土砂収支図）

9．海浜の性能照査

10．土砂管理計画（案）
2008年8月7日 東亜建設工業撮影

湘南海岸土砂管理計画湘南海岸土砂管理計画の提案の提案

資料-5

神奈川県藤沢土木事務所なぎさ港湾部

1

図-3 地先別の設計波（30年確率波）
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図-4 空中写真による海岸の変遷 3

• ダム建設と砂利採取により，河口テラスが大きく後退．
• 地形学的時間スケールにおける相模川の推定流出土砂量16万m3/yr ※

• ダム建設前（1940年代以前）の流出土砂量15万m3/yr ※※，現在は0.5万m3/yr※※ → 約3%に激減．

※※砂成分以上の粒径の流出土砂量：相模川水系土砂管理懇談会（H15)「相模川の健全な土砂環境をめざして 提言書（参考資料）」より

 

  

ダムおよび堰なし（1938年相模ダム着手）
1945年～砂利採取

33 供給土砂供給土砂

図-5 相模川河口の地形変化

15x104m3/yr 6.5x104m3/yr

2.5x104m3/yr 0.5x104m3/yr

1947年相模ダム完成，道志ダム完成後～城山ダム完成前
1964年砂利採取禁止

城山ダム完成後～宮ヶ瀬ダム完成前 宮ヶ瀬ダム完成後

※過去6000年間の総流出土砂量（海岸線の前進にともない形成された平野面積（A）ｘ移動高（h））から求めた1年間あたりの流出土砂量に飛砂量を加えた値．
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33 供給土砂供給土砂

図-6 相模川河口域の土砂量の経年変化（1999年基準）
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図-7 相模貯水池の堆積土砂量の推移

出典：神奈川県企業庁利水局相模ダム管理所調査

ダム流入量：約20～40x104m3/yr
浚渫土砂量：約25m3/yr
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1996-2007の総量
サンドバイパス・リサイクル： 17.4 ×104m3
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図-10 飛砂量の沿岸方向分布の推定
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砂浜の長期的目標

浜幅30m以上：「相模灘沿岸海岸保全基本計画」より

砂浜の短期変動幅

10m程度 ： 定期横断測量，中海岸の定点カメラ画像分析より

波のうちあげ高に対する余裕高

+0.5m ： 背後に民家などが集積していないため，来襲波浪の不確実性を考慮し最小値

許容越波流量

q＜0.05m3/m/s ： 護岸天端被覆工なしの場合の護岸被災限界

q＜0.2m3/m/s ： 護岸天端被覆工ありの場合の護岸被災限界

q＜0.02m3/m/s ： 背後地の重要度(その他地区：背後に人家，公共施設等の密集なし）からみた許容越波流量

99 海浜の性能照査
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計画潮位=H.H.W.L.
計画天端高：相模灘沿岸海岸保全基本計画

（１） 各地先の防護水準
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各断面に3m～30年確率波（設計波）が作用した場合の波のうちあげ高
※台風9号来襲前の2006.10断面を対象，柳島海岸，茅ヶ崎中海岸，菱沼海岸については過去最も汀線が後退した断面でも検
討，さらに柳島消波堤下手についてはNMB測量結果より作成した断面で検討．

（２） 波のうちあげ高と護岸高の沿岸方向分布

図-17 波のうちあげ高と護岸高の沿岸方向分布
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99 海浜の性能照査
（３） 浜幅（護岸～汀線T.P.±0m）の沿岸方向分布と防護機能の評価

図-18 浜幅の沿岸方向分布と地先海岸の防護機能の評価
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99 海浜の性能照査
（４） 侵食箇所の長期的汀線変化
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図-19 侵食箇所における深浅データに基づく長期的汀線変化
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（１） 計画浜幅

中海岸※ ：50m

30年確率波来襲時に計画護岸高T.P.+6.5mを波が越えない，許容越波流量を下回るための必要浜幅．

柳島海岸，菱沼海岸※※ ：30m

現状の浜幅30m程度で防護機能OK，かつ神奈川県海岸保全基本計画に定める最低浜幅．

他の地区 ：現状（2007）の汀線維持．
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1010 湘南海岸土砂管理計画（案）湘南海岸土砂管理計画（案）

計画浜幅=防護上必要な浜幅

図-20 地先海岸の防護機能の評価と計画浜幅
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1010 湘南海岸土砂管理計画（案）湘南海岸土砂管理計画（案）
粒径を考慮した等深線変化モデルによる地形変化予測（２） 従来の養浜を継続
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図-21 Case 1 従来の養浜を継続した場合の10年後の浜幅の沿岸方向分布
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1010 湘南海岸土砂管理計画（案）湘南海岸土砂管理計画（案）
粒径を考慮した等深線変化モデルによる地形変化予測（３） 従来の養浜中止
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図-22 Case 2 従来の養浜を中止した場合の10年後の浜幅の沿岸方向分布
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1010 湘南海岸土砂管理計画（案）湘南海岸土砂管理計画（案）
粒径を考慮した等深線変化モデルによる地形変化予測（４） 計画浜幅の達成
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図-23 Case 3 計画浜幅を達成するための土砂管理計画（案）

計画浜幅：ほぼ達成
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1010 湘南海岸土砂管理計画（案）湘南海岸土砂管理計画（案）
粒径を考慮した等深線変化モデルによる地形変化予測（５） 維持管理
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図-24 Case 4 計画浜幅を維持するための土砂管理計画（案）
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【土砂動態の特徴】

・沿岸漂砂方向は通年で東方向が卓越

・主な漂砂源は相模川で、ダム建設前は

16万m3であったが、現在は約0.5万m3

【侵食の主な原因】

・相模川からの土砂供給がほぼ無い

（Ｓ２２相模ダム他堆積：約2,700万 ）

・相模川等の浚渫による土砂の持ち去り

（昭和29年～平成15年浚渫：約3,000万 ）

・沿岸構造物による土砂不均衡

（６） 養浜土砂の安定供給システムの構築

1010 湘南海岸土砂管理計画（案）湘南海岸土砂管理計画（案）

図-25 流域の施設と土砂動態
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海岸

浚渫・陸揚 運搬 水切・整形 積込 運搬 荷降 養浜・仮置

ダム工事 ①県土1/2、企業庁1/2負担 ②海岸工事

2km以内 約50km
相模湖 仮置場

相模ダム管理者と海岸管理者との費用負担の考え方

1010 湘南海岸土砂管理計画（案）湘南海岸土砂管理計画（案）
（６） 養浜土砂の安定供給システムの構築

図-26 養浜土砂の安定供給システムのイメージ
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礫 砂 粘土・下流部などの流速の遅い区域は粘土分が多く養浜には不向き。
・沢井川,秋山川の支川上流には砂礫分が多い。

出典：平成9,12,15年度利水局相模ダム管理所調査
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1010 湘南海岸土砂管理計画（案）湘南海岸土砂管理計画（案）
（６） 養浜土砂の安定供給システムの構築

図-27 相模ダム上流の底質
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相模ダム見学 平成20年10月30日

1010 湘南海岸土砂管理計画（案）湘南海岸土砂管理計画（案）
（６） 養浜土砂の安定供給システムの構築

図-28 相模貯水池 浚渫現場の調査

2008年10月30日
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1010 湘南海岸土砂管理計画（案）湘南海岸土砂管理計画（案）
（６） 養浜土砂の安定供給システムの構築

図-29 相模貯水池 浚渫現場の調査(平成20年度3万 予定)

2008年10月30日
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1010 湘南海岸土砂管理計画（案）湘南海岸土砂管理計画（案）
（６） 養浜土砂の安定供給システムの構築

図-30 宮ヶ瀬貯水池の調査

2008年2月25日
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相模川堆積砂(19年度実績700 ,20年度調整中)

1010 湘南海岸土砂管理計画（案）湘南海岸土砂管理計画（案）
（６） 養浜土砂の安定供給システムの構築

図-31 相模川(厚木市)発生土砂 平成20年度2,500 予定

2008年3月10日
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金目川堆積砂(20年度に2,500 調整中)

1010 湘南海岸土砂管理計画（案）湘南海岸土砂管理計画（案）
（６） 養浜土砂の安定供給システムの構築

図-32 金目川(平塚市)発生土砂 平成20年度7.300 予定

2008年3月10日
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沖合い砂と沿岸の砂の粒度分布比較

1010 湘南海岸土砂管理計画（案）湘南海岸土砂管理計画（案）
（６） 養浜土砂の安定供給システムの構築

図-33 海浜と沖合の海底の底質比較
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